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電車の方：ＪＲ中央線大月駅から富士急行線に乗り換え谷村町駅下車すぐ 

車の方：国道139号線谷村町駅入口ミュージアム都留入口看板あり 

中央道をご利用の方：

中央自動車道富士吉田線都留I.C.より国道139号線に出て約10分

アクセス

− 都 留 文 科 大 学 の 歴 史 と こ れ か ら −

出典：奥隆行コレクション(都留文科大学地域交流研究センター・ミュージアム都留）

THMC連携事業「デジタル都留さんぽ」

日時：2025年12月6日（土）11：00〜

　　　2026年1月17日（土）13：30〜

会場：ミュージアム都留研修室

定員：10名（各回）

ギャラリートーク

日時：2026年1月17日（土）14：30〜

会場：ミュージアム都留　第2展示室

市民公開講座　「『山梨の生活史』と品川隆二」

日時：2025年12月６日（土）13：30〜

会場：ミュージアム都留研修室

講師：山本芳美 氏

定員：30名
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● 参 加 料

● 電 話            

● メ ー ル  

関 連 イ ベ ン ト

「 山 梨 の 生 活 史 」 と 俳 優 ・ 品 川 隆 二

エントランスホール展

展示期間：2025.12.6-2026.2.1

　今年度、新たに開講した「山梨の生活史」と、担当教員の一人である山本芳美氏が

開講に向けた準備の中で偶然出会った、本市出身の俳優・品川隆二。ふたつの切り口

から大学による地域資源活用の成果をお伝えします。

　 昭 和 3 5  年 に 創 設 さ れ 、 「 菁 莪 育 才 」 （ 社 会 有 為 の 人 材 を 育 成 す る こ と を

楽 し む ） の 理 念 の も と 、 教 員 養 成 で 高 い 評 価 を 得 て き た 都 留 文 科 大 学 は 、

現 在 約 3 , 0 0 0  人 の 学 生 が 学 ぶ 総 合 的 教 育 研 究 機 関 と な っ て い ま す 。 近 年

は 、 「 T H M C 」 や 「 つ る フ ィ ー ル ド ・ ミ ュ ー ジ ア ム 」 を 開 設 し 、 地 域 や 暮 ら し に 根 ざ

し た 新 し い 知 の あ り 方 を 探 求 し て い ま す 。

　 本 企 画 展 で は 、 都 留 文 科 大 学 7 0  年 の 歩 み を 地 域 の 人 々 ・ 卒 業 生 の 声 と と も に

振 り 返 り 、 大 学 と 地 域 の 関 係 史 、 今 後 の 展 望 、 当 館 と の 連 携 に よ る 新 た な 可 能 性

を 提 示 し ま す 。
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